
歴
史
地
理
学
に
ゐ
け
る
考
古
地
理
学
の
任
務

野

瀬

忠

ま
え
が
き

69 歴史地理学における考古地理学の任務

人
類
時
代
の
過
去
の
地
理
を
究
明
す
る
歴
史
地
理
学
の
研
究
に
は
、
お
も
に
対
象
と
資
料
の
差
異
に
よ
っ
て
、
考
古
(
歴
史
)
地
理
学
と

文
献
(
歴
史
)
地
理
学
と
の
こ
つ
の
分
野
が
あ
る
。
筆
者
は
一
九
七
七
年
の
四
月
に
聞
か
れ
た
本
学
会
の
大
会
に
お
い
て
、
旧
石
器
時
代

か
ら
有
史
時
代
に
わ
た
る
研
究
の
事
例
を
あ
げ
、
「
歴
史
地
理
学
に
お
け
る
考
古
地
理
学
の
任
務
と
効
用
」

に
つ
い
て
発
表
し
た
。
本
稿

で
は
紙
数
の
都
合
上
、
考
古
地
理
学
が
歴
史
地
理
学
の
な
か
で
占
め
る
位
置
と
任
務
や
効
用
に
つ
い
て
、
そ
の
要
点
を
記
述
し
て
お
く
こ

と
に
す
る
。

て
考
古
地
理
学
の
意
義

ま
ず
は
じ
め
に
、
考
古
地
理
学
と
は
ど
ん
な
学
問
な
の
か
と
い
っ
た
、
斯
学
の
意
義
か
ら
述
べ
て
お
こ
う
。
考
古
地
理
学
を
定
義
風
に

簡
明
直
裁
に
い
う
な
ら
ば
、
八
歴
史
地
理
学
の
分
野
に
属
し
、
人
類
が
遺
し
た
遺
跡
や
遺
物
を
決
め
手
の
資
料
に
使
っ
て
、
人
類
時
代
の
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過
去
の
地
理
を
明
ら
か
に
す
る
学
問
で
あ
る

V
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
学
聞
が
地
理
学
の
体
系
の
う
え
に
占
め
る
位
置
は
後
で
述
べ
る
が
、
人
類
時
代
の
過
去
の
地
域
を
対
象
と
す
る
歴
史
地
理
学
と
同

じ
厚
み
あ
る
空
間
を
扱
い
、
古
文
献
の
あ
る
有
史
時
代
を
対
象
と
す
る
文
献
地
理
学
と
は
姉
妹
関
係
に
あ
る
。
対
象
と
す
る
時
間
的
空
間

の
上
限
は
、
人
類
が
出
現
し
て
大
自
然
が
人
類
の
環
境
と
な
り
、
原
初
的
な
文
化
景
観
化
作
用
が
は
じ
ま
っ
た
旧
石
器
時
代
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
下
限
は
、
過
去
の
文
化
地
域
や
人
文
事
象
が
本
来
の
意
義
と
機
能
を
失
っ
た
、
現
在
の
直
前
ま
で
の
厚
み
あ
る
化
石
化
し
た
空

聞
で
あ
る
。
取
り
扱
う
時
間
の
畏
さ
、

い
い
か
え
る
と
空
間
の
厚
さ
は
、
百
万
年
と
も
二
百
万
年
と
も
い
わ
れ
る
第
四
紀
の
人
類
時
代
な

の
で
、
文
献
地
理
学
が
扱
う
数
千
年
や
千
数
百
年
と
は
遥
か
に
厚
く
、
現
在
か
ら
の
遠
近
の
度
も
大
い
に
異
な
る
が
、
有
史
時
代
の
考
古

地
理
は
文
献
地
理
学
と
併
行
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
上
記
の
よ
う
に
姉
妹
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

取
り
扱
う
対
象
と
研
究
の
方
法
論
は
地
理
学
や
歴
史
地
理
学
と
本
質
的
に
同
一
で
あ
る
が
、
斯
学
の
も
っ
と
も
固
有
な
特
質
は
研
究
に

使
う
資
料
に
あ
る
。
過
去
の
地
理
を
解
き
明
し
て
記
載
す
る
場
合
、
土
地
(
場
所
)
や
地
域
に
結
び
つ
い
た
人
類
の
遺
跡
や
遺
物
、
す
な

わ
ち
地
縁
的
な
考
古
資
料
と
い
う
も
の
言
わ
ぬ
物
的
証
跡
に
拠
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
文
献
地
理
学
に
お
い
て
古
文
献
を
決
め
手
の
資
料
に

使
う
よ
う
に
、
考
古
地
理
学
に
あ
っ
て
は
、
事
象
の
認
定
や
所
論
の
論
定
の
決
定
的
資
料
に
地
縁
的
考
古
資
料
を
使
う
の
で
あ
る
が
、
こ

の
ば
あ
い
、
古
文
献
や
自
然
遺
物
は
参
考
資
料
な
い
し
傍
証
資
料
と
し
て
援
用
す
る
の
で
あ
る
。

考
古
地
理
学
は
考
古
学
の
部
門
に
属
す
る
地
理
的
考
古
学
で
は
な
く
、
考
古
資
料
を
活
用
し
て
過
去
の
地
理
を
究
明
す
る
歴
史
地
理
学

の
一
分
野
で
あ
る
こ
と
は
先
に
も
述
べ
た
。
し
か
し
、
専
ら
考
古
資
料
を
使
う
と
こ
ろ
か
ら
、
遺
跡
や
遺
物
そ
の
も
の
意
義
や
性
質
と
採

取
の
方
法
な
ど
、
資
料
と
し
て
正
し
く
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
の
考
古
学
の
知
識
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

た
と
え
遺
物
や
遺
跡

が
真
物
で
あ
っ
て
も
、
出
土
地
点
や
共
伴
遺
物
と
、
包
含
す
る
地
層
や
附
近
の
地
形
と
が
結
び
つ
い
た
資
料
、

い
い
か
え
る
と
「
地
縁
・



地
域
的
考
古
資
料
」
と
し
て
用
い
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
考
古
地
理
化
さ
れ
た
資
料
は
、
環
境
論
や
地
域
論
に
よ
っ
て
研
究
を
進

め
る
う
え
の
重
要
に
し
て
不
可
欠
な
資
料
で
あ
り
、
遺
物
や
遺
跡
そ
の
も
の
の
解
明
を
目
的
と
す
る
考
古
学
と
は
、
こ
の
点
で
明
篠
に
異

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
考
古
地
理
学
は
、
環
境
へ
の
人
類
の
適
応
現
象
を
土
地
地
域
に
則
し
て
明
ら
か
に
す
る
環
境
論
と
、
適
応
の
結
果
生
じ
た

地
域
構
造
や
地
域
的
個
性
を
記
録
す
る
地
域
論
と
か
ら
、
地
球
の
地
域
そ
の
も
の
を
究
明
し
よ
う
と
す
る
地
理
学
本
来
の
目
的
や
方
法
論

に
お
い
て
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
異
な
る
と
こ
ろ
は
、
人
類
時
代
の
過
去
の
地
域
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
、
考
古
地
理
資

料
を
決
め
手
の
資
料
に
使
う
こ
と
で
あ
る
。

歴史地理学における考古地理学の任務

二
、
歴
史
地
理
学
に
お
け
る
考
古
地
理
学
の
位
置

地
理
学
の
体
系
に
占
め
る
歴
史
地
理
学
の
位
置
は
、
人
文
地
理
学
や
地
域
地
理
学
(
地
誌
学
)
と
併
列
す
る
位
置
に
お
か
ね
ば
な
ら
な

ぃ
。
従
来
、
人
口
地
理
学
・
集
落
地
理
学
・
経
済
地
理
学
な
ど
と
同
列
に
置
か
れ
、
人
文
地
理
学
の
一
ブ
ラ

γ
チ
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。
し
か
し
第
一
に
、
対
象
と
す
る
空
間
の
時
点
が
現
在
と
異
な
り
過
去
の
厚
み
あ
る
空
間
で
あ
り
、
第
二
に
、
地
域
を
究
明

す
る
た
め
の
資
料
が
考
古
資
料
で
あ
り
、
他
の
分
野
の
資
料
と
決
定
的
に
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
に
は
、
過
去
の
地
域
に
も

現
在
の
地
域
と
同
様
、
自
然
地
理
学
や
人
文
地
理
学
と
地
誌
学
の
対
象
と
な
る
地
域
と
地
理
的
事
象
が
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
地
理
学
の
目
的
観
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
現
在
の
空
間
(
地
域
)
に
視
点
を
据
え
、
時
聞
を
排

除
し
た
地
域
を
描
写
す
る
景
観
論
や
地
域
論
の
立
場
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
、
空
間
に
時
間
を
含
め
て
厚
み
あ
る
時
間
的
地
域
と
考
え
、
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人
類
時
代
の
任
意
の
過
去
の
地
域
を
対
象
と
し
て
、
時
間
的
空
聞
を
扱
う
過
去
の
地
域
の
復
元
論
ゃ
、
地
域
変
遷
史
論
の
立
場
で
あ
る
。
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ま
た
、
過
去
の
地
理
的
事
象
や
地
域
を
扱
う
地
理
学
の
分
野
に
コ
一
つ
の
立
場
が
あ
る
。
そ
の
第
一
一
は
、
視
点
と
視
野
を
過
去
の
空
間
に

合
せ
、
現
在
の
空
聞
か
ら
切
り
離
し
た
任
意
の
過
去
の
空
間
の
復
元
を
目
的
と
す
る
時
の
断
面
復
元
説
で
あ
る
。
第
二
は
、
視
点
を
現
在

と
未
来
の
空
間
に
向
け
、
現
在
の
地
域
と
地
理
的
事
象
を
説
明
す
る
た
め
の
い
わ
ば
現
在
の
地
域
の
歴
史
的
説
明
説
と
で
も
い
え
る
立
場

で
あ
っ
て
、
こ
の
方
法
は
真
の
意
味
の
歴
史
地
理
学
と
は
言
い
難
い
。
第
三
の
立
場
は
、
現
在
の
地
域
の
究
明
を
究
極
の
目
的
と
す
る
の

で
あ
る
が
、
現
在
の
空
間
を
よ
り
奥
深
く
理
解
す
る
た
め
の
手
段
・
方
法
と
し
て
、
過
去
の
地
域
を
復
元
し
、
変
遷
史
的
に
今
日
に
お
よ

ぽ
す
地
域
変
遷
史
的
立
場
で
あ
る
。
筆
者
は
第
三
の
立
場
に
た
ち
、
そ
の
方
法
と
し
て
、
現
在
か
ら
過
去
へ
遡
る
倒
叙
的
方
法
と
、
過
去

か
ら
現
在
に
降
る
正
叙
的
な
地
域
変
遷
史
的
方
法
に
加
え
て
、
化
石
化
し
た
過
去
の
事
象
に
活
力
を
与
え
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
理
解
す
る

方
法
の
一
つ
と
し
て
、
民
族
学
的
類
推
法
を
援
用
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

歴
史
地
理
学
は
、
過
去
の
厚
み
あ
る
地
域
の
地
理
を
明
ら
か
に
す
る
学
問
な
の
で
、
取
り
あ
げ
る
研
究
対
象
の
時
代
的
位
置
づ
け
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
、
そ
の
前
提
と
し
て
特
色
の
あ
る
時
代
毎
に
区
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
初
期
に
は
先
史
学
や
考
古
学
の
時
代
区
分

を
援
用
し
た
が
、
考
古
学
の
発
達
に
よ
っ
て
時
代
区
分
に
変
化
を
生
じ
、
用
語
の
も
つ
概
念
も
変
っ
た
の
で
、
従
来
の
先
史
地
理
学
と
狭

義
の
歴
史
地
理
学
を
、
時
間
的
先
後
の
関
係
に
お
く
単
純
な
区
分
法
に
変
更
を
加
え
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
た
。

小
牧
実
繁
が
提
唱
し
た
先
史
地
理
学
は
学
界
や
教
育
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
今
日
も
そ
れ
に
よ
る
研
究
者
が
多
い
。
提
唱
さ
れ
た

当
時
、
先
史
地
理
学
の
内
容
に
縄
文
時
代
と
弥
生
時
代
が
含
ま
れ
、
時
と
し
て
古
墳
時
代
も
併
せ
て
扱
わ
れ
た
た
め
、
先
史
地
理
学
を
原

始
時
代
の
地
理
の
研
究
と
受
け
と
め
て
理
解
す
る
人
が
多
か
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
藤
岡
謙
二
郎
は
、
石
器
時
代
を
先
史
時
代
、
弥

生
時
代
と
古
墳
時
代
を
併
せ
て
原
史
時
代
と
よ
ぶ
考
古
学
界
の
趨
勢
に
合
せ
、
従
来
の
文
献
に
よ
る
歴
史
地
理
学
を
狭
義
の
歴
史
地
理
学

と
し
、
こ
れ
ら
の
三
分
野
を
包
括
し
て
広
義
の
歴
史
地
理
学
と
す
べ
き
で
あ
る
と
提
唱
し
、
こ
れ
が
今
日
広
く
使
わ
れ
て
い
る
。



筆
者
は
一
九
六

O
年
、
本
紀
要
E
の
「
先
、
原
史
地
域
の
諸
問
題
」
に
お
い
て
、
広
義
の
歴
史
地
理
学
を
単
に
歴
史
地
理
学
と
よ
び
、

文
献
時
代
の
狭
義
の
歴
史
地
理
学
を
有
史
地
理
学
の
語
に
改
め
た
。
ま
た
地
理
学
を
、
時
間
的
空
間
を
扱
う
学
問
と
み
る
立
場
か
ら
、
歴

史
地
理
学
と
現
在
地
理
学
と
に
区
分
す
る
と
い
う
見
解
に
従
っ
た
。
そ
の
後
計
画
地
域
を
扱
う
分
野
を
未
来
地
理
学
と
仮
称
し
、
取
り
扱

う
資
料
や
対
象
に
よ
っ
て
、
考
古
地
理
学
と
文
献
地
理
学
や
遺
跡
地
理
学
と
し
て
次
の
ご
と
く
位
置
づ
け
る
こ
と
に
し
た
。

歴史地理学における考古地理学の任務

|時間的分類|資料的分類|

歴
先史地理学

地 史

地 原史地理学

理 理

月す与4 有史地理学
AナU与

現在地理学|遺跡地理学

未来地理学i地域計画

厚
み
の
あ
る
時
間
的
地
域
を
時
代
的
特
質
に
よ
っ
て
、
先
史
地
域
を
扱
う
先
史
地
理
学
、
原

史
地
域
を
対
象
と
す
る
原
史
地
理
学
、
有
史
地
域
の
地
理
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
有
史
地

理
学
に
分
け
、
考
古
地
理
学
は
こ
れ
ら
の
全
分
野
に
直
接
間
接
関
与
す
る
任
務
を
も
つ
も
の
と

考
え
た
。
遺
跡
地
理
学
は
過
去
の
地
域
を
扱
う
の
で
は
な
く
、
今
日
の
地
域
に
遺
存
す
る
遺
跡

や
遺
物
の
地
理
的
意
義
や
分
布
に
つ
い
て
記
載
を
行
う
遺
跡
地
誌
の
性
格
を
も
っ
て
い
る
の

で
、
現
在
地
理
学
の
領
域
に
属
し
、
歴
史
地
理
学
の
範
鴫
に
は
入
ら
な
い
。

歴
史
地
理
学
の
対
象
に
な
る
時
間
的
地
域
は
、
本
来
の
機
能
を
失
っ
て
化
石
化
し
た
地
域
で

時
間
的
地
域
で
あ
る
。
未
来
の
地
域
は
推
定
や
推
測
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
計
画
地
域
で
あ
っ
て
、
過
去
と
現
在
の
資
料
に
拠
っ
て
計

あ
り
、
現
在
地
理
学
は
、
す
べ
て
の
事
象
が
生
き
て
機
能
し
て
い
る
現
時
点
に
直
結
し
た
薄
い

画
さ
れ
る
仮
定
さ
れ
た
青
写
真
的
創
造
地
域
と
も
い
え
る
地
域
で
あ
る
。

、
先
史
地
理
学
か
ら
考
古
地
理
学
へ
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先
史
地
理
学
が
提
唱
さ
れ
た
当
時
は
、

日
本
の
考
古
学
は
ま
だ
十
分
な
発
達
を
と
げ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
時
代
区
分
も
厳
密
な
根
拠
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を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。
旧
石
器
文
化
も
存
在
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
縄
文
文
化
を
最
古
の
文
化
と
考
え
、
弥
生
文
化
を
併
せ

て
先
史
時
代
と
よ
ん
で
い
た
。
弥
生
文
化
は
金
石
併
用
時
代
と
も
よ
ば
れ
、
新
石
器
時
代
の
延
長
で
あ
る
か
の
ご
と
く
考
え
ら
れ
、
縄
文

文
化
と
一
括
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が
当
然
な
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
古
墳
文
化
は
野
蛮
・
未
開
な
縄
文
・
弥
生
の
時
代
と
違
つ

て、

一
段
と
進
歩
し
た
文
明
に
属
す
る
文
化
と
し
て
原
史
文
化
と
よ
ば
れ
、
弥
生
時
代
以
前
の
文
化
と
区
別
す
る
見
解
が
支
持
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
が
終
悔
し
、
抑
圧
さ
れ
て
い
た
学
問
の
芽
が
、

一
斉
に
枝
葉
を
伸
ば
し
た
昭
和
二
十
五
年
代
に
は
、
後
期
旧
石
器
文

化
の
存
在
が
知
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
日
本
の
土
地
で
の
居
住
の
時
代
的
上
限
が
洪
積
世
の
大
陸
時
代
に
ま
で
引
き
あ
げ
ら
れ
た
。

一方、

弥
生
文
代
が
新
石
器
時
代
の
縄
文
文
化
と
源
流
の
異
な
る
稲
作
文
化
と
金
属
器
文
化
に
旺
胎
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
に
至
り
、
弥
生

文
化
を
先
史
時
代
か
ら
切
り
離
し
て
原
史
文
化
の
範
障
に
含
め
、
古
墳
文
化
と
併
せ
て
原
史
時
代
と
よ
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

先
史
時
代
を
今
日
で
は
、
石
器
を
主
要
な
道
具
に
使
い
、
採
捕
経
済
に
低
迷
し
て
い
た
旧
石
器
時
代
か
ら
新
石
器
時
代
ま
で
の
石
器
時

代
を
指
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
原
史
時
代
は
、
稲
作
農
耕
と
金
属
器
文
化
が
渡
来
し
波
及
し
て
展
開
し
た
弥
生
文
化
と
、
そ
の
発

展
的
延
長
と
し
て
の
古
墳
文
化
を
併
ぜ
た
概
念
と
し
て
広
く
使
わ
れ
、

一
般
に
も
定
着
し
て
い
る
。

有
史
時
代
は
、
歴
史
を
組
み
あ
げ
る
決
め
手
の
資
料
に
古
文
献
や
古
地
図
が
使
わ
れ
、
民
俗
資
料
も
動
員
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
考
古
学

は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
い
か
、
使
っ
て
も
効
果
の
薄
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
有
史
時
代
を
対
象
と
す
る
考
古
学
は
歴
史
考
古
学
と

し
て
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
上
記
の
理
由
の
ほ
か
に
研
究
者
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
発
達
が
遅
れ
た
こ
と
も
い

な
め
な
い
。
戦
後
有
史
考
古
学
と
よ
び
そ
の
研
究
者
が
増
加
し
、
加
え
て
平
城
京
跡
や
太
宰
府
跡
、
周
防
国
府
な
ど
の
都
城
や
地
方
政
庁

跡
の
調
査
が
進
め
ら
れ
た
。

一
方
昭
和
田
十
年
代
か
ら
急
速
な
地
域
開
発
に
伴
う
事
前
調
査
が
全
国
的
に
行
わ
れ
、
古
代
か
ら
中
世
の
遺



跡
が
移
し
く
掘
り
出
さ
れ
る
に
及
ん
で
、

八
世
紀
以
降
の
歴
史
が
考
古
資
料
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
た
り
、
古
文
献
に
載
っ
て
い
な
い
史

実
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
な
ど
、
考
古
学
の
果
す
役
割
の
大
き
い
こ
と
が
広
く
認
識
さ
れ
る
に
至
り
、
有
史
考
古
学
の
真
価
が
正
し
く
評
価

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
有
史
時
代
も
、
考
古
学
の
成
果
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
往
時
の
地
理
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

「
狭
義
の
歴
史
地
理
学
」
と
い
う
用
語
を
「
有
史
地
理
学
」
に
改
め
、

文
献
地
理
学

と
協
力
し
て
こ
の
時
代
の
地
理
の
究
明
に
当
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

先
史
地
理
学
・
原
史
地
理
学
や
有
史
地
理
学
な
ど
は
そ
れ
ぞ
れ
時
代
的
特
色
の
あ
る
時
間
的
空
間
の
ま
と
ま
り
と
し
て
、
過
去
の
地
理

を
研
究
す
る
対
象
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
時
代
的
地
域
は
、
縄
文
前
期
と
か
弥
生
中
期
、
あ
る
い
は
古
墳
後
期
な
ど
の
ご
と

歴史地理学における考古地理学の任務

く
文
化
小
期
に
分
け
ら
れ
、

さ
ら
に
前
期
前
半
、
中
期
中
葉
後
期
後
半
な
ど
の
ご
と
く
細
な
く
薄
い
空
間
と
し
て
研
究
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
よ
う
に
厚
い
空
間
か
ら
次
第
に
薄
い
空
間
へ
と
追
究
し
て
い
く
方
法
と
、
薄
い
空
間
の
積
分
的
地
域
と
し
て
時
代
的
地
域
に
ま

と
め
て
と
ら
え
る
方
法
と
が
あ
る
。
後
者
の
行
き
つ
く
と
こ
ろ
は
、
居
住
の
初
源
か
ら
今
日
の
直
前
ま
で
の
厚
み
あ
る
空
聞
を
同
時
に
対

象
に
し
、
そ
の
変
遷
の
中
で
、
環
境
へ
の
適
応
と
陶
汰
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
高
い
視
点
と
広
い
視
野
か
ら
客
観
的
に
、
時
間
と
空
間
の
両
面

か
ら
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
、
因
果
関
係
と
一
般
的
傾
向
法
則
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
に
考
古
地
理
学
の
特
質
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
物
い
わ
ぬ
考
古
資
料
に
拠
る
た
め
に
、
資
料
の
性
質
上
そ
の
数
が
少
な
か
っ
た
り
、
資
料
が
片
寄
っ
て
い
る
ば
あ
い
に

は
め
ざ
す
帰
結
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
環
境
論
と
地
域
論
や
地
域
変
遷
史
論
か
ら
法
則
性
が
引
き
出
し
難
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
こ
の

よ
う
な
マ
イ
ナ
ス
面
、
が
あ
る
こ
と
も
十
分
に
配
慮
し
て
取
り
扱
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
特
定
の
時
代
相
に
よ
っ
て
時
間
的
に
区
分
さ
れ
た
、
石
器
時
代
を
扱
う
先
史
地
理
学
の
分
野
だ
け
で
は
、
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歴
史
地
理
学
が
求
め
る
法
則
性
を
追
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
原
史
地
理
学
や
原
史
地
理
学
へ
と
展
開
し
、

さ
ら
に
こ
れ
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ら
を
一
括
し
、
人
類
時
代
の
厚
み
あ
る
空
間
と
し
て
同
時
に
扱
う
考
古
地
理
学
が
要
請
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、
考
古
地
理
学
の
効
用

次
に
歴
史
地
理
学
に
お
け
る
考
古
地
理
学
の
効
用
を
幾
つ
か
あ
げ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

第
一
に
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
過
去
の
地
域
の
復
元
で
あ
る
。
た
と
え
ば
登
目
遺
跡
の
面
的
な
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
可
視
的
に
、
村

落
と
水
田
祉
や
背
後
の
自
然
堤
防
と
森
な
ど
の
往
時
の
景
観
が
復
元
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
弥
生
時
代
の
遺
物
に
共
伴
す
る
炭
化
米
や
籾
の

圧
痕
土
器
の
分
布
か
ら
、
弥
生
時
代
の
稲
作
農
耕
文
化
圏
を
描
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
も
そ
の
例
で
あ
る
。

第
こ
に
は
、
文
献
的
な
地
理
的
知
見
合
)
考
古
資
料
に
よ
っ
て
実
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
後
漢
書
日
や
貌
士
山
倭
人
伝
所
載
の

倭
国
の
内
乱
が
発
生
し
た
地
域
を
、
防
衛
機
能
を
も
っ
高
地
性
集
落
の
分
布
か
ら
描
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
も
こ
の
例
の
一
つ
で
あ

る
。
見
張
台
や
山
塞
の
機
能
を
も
っ
と
み
ら
れ
る
二
世
紀
後
半
の
高
地
性
集
落
の
分
布
地
域
が
、
西
は
安
芸
と
伊
予
か
ら
、
東
は
大
和
以

西
の
畿
内
か
ら
瀬
戸
内
と
紀
伊
の
北
西
の
限
ら
れ
た
地
域
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
倭
国
に
内
乱
が
起
っ
た
時
期
に
上
記
の
地
域
で
軍
事
的

緊
張
、
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

第
三
に
は
、
自
然
環
境
の
変
遷
の
傾
向
が
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
文
化
遺
物
や
遺
構
を
包
含
す
る
海
浜
の
沖
積
層
の
高
度
の
分
布
か

ら
、
完
新
世
に
お
け
る
地
盤
変
動
の
傾
向
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
た
の
も
そ
の
例
で
あ
る
。
本
州
西
端
部
の
日
本
海
岸
は
縄
文
晩
期
の
包

含
層
が
満
潮
面
か
ら
海
抜
二
メ
ー
ト
ル
以
下
に
あ
っ
て
、
極
め
て
緩
品
目
な
が
ら
沈
降
的
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
瀬
戸
内
北

岸
で
は
、
宇
部
海
岸
が
最
も
高
く
海
抜
九
メ
ー
ト
ル
も
あ
っ
て
隆
起
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、
東
西
両
方
向
に
漸
傾
的
に
下
っ
て
お
り
、

熊
毛
半
島
や
周
防
大
島
周
辺
で
は
満
潮
面
下
に
沈
水
し
て
い
て
、
安
十
一
式
灘
造
盆
地
運
動
を
立
証
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
盤
の
変
動
傾



向
を
示
す
遺
物
包
含
層
の
存
在
か
ら
推
し
て
、
少
な
く
と
も
過
去
二

0
0
0年
以
降
同
一
傾
向
の
地
盤
変
動
の
継
続
を
示
唆
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
、
南
海
地
震
の
と
き
の
変
動
量
が
大
き
か
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
考
え
て
、
埋
立
地
の
造
成
に
当
つ
て
は
、
地
盤
の
変
動
傾
向
や
沈

降
量
を
考
慮
し
た
施
工
を
お
こ
な
う
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

第
四
に
は
、
考
古
資
料
を
手
が
か
り
に
、
有
史
時
代
の
海
水
準
変
化
や
地
形
変
貌
と
、
耕
作
景
観
の
変
遷
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

で
あ
る
。
響
灘
の
沿
岸
に
分
布
す
る
段
丘
や
砂
丘
に
お
い
て
、
新
砂
丘
砂
に
お
お
わ
れ
た
中
世
の
古
墓
や
、
福
山
市
の
草
戸
千
軒
遺
跡
の

よ
う
に
、
河
床
下
の
中
世
集
落
と
遺
物
包
含
層
な
ど
か
ら
中
世
に
小
海
退
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
の
こ
と
が
、
干
拓
新
田
の
成
立

の
一
因
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

歴史地理学における考古地理学の任務

第
五
の
例
と
し
て
、
環
境
に
対
す
る
地
理
的
適
応
の
一
般
的
傾
向
性
を
と
ら
え
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
日
本
列
島
に
お
け
る
後
氷
期

の
海
水
準
変
動
と
気
候
変
化
の
傾
向
曲
線
や
、
縄
文
早
期
以
降
の
高
地
性
遺
跡
の
出
現
と
消
滅
の
関
係
か
ら
、
集
落
の
高
地
出
現
が
一
般

に
気
温
と
海
水
準
の
上
昇
期
に
多
い
と
こ
ろ
か
ら
、
温
帯
季
節
風
帯
の
日
本
列
島
で
は
、
高
度
的
居
住
帯
の
垂
直
的
振
幅
に
は
自
然
環
境

の
営
力
が
潜
在
的
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、
弥
生
時
代
以
降
に
あ
っ
て
は
、
自
然
環
境
の
変
化
と
は
無
関
係
に
高
地
遺

跡
が
出
現
し
消
滅
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
文
明
の
時
代
に
入
る
と
、
集
落
占
地
の
高
度
的
振
幅
の
変
化
に
人
文
的
条
件
が
作
用
し
て
い
る
こ

と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

む
す
び

右
に
お
い
て
、

ま
ず
考
古
地
理
学
の
意
義
と
歴
史
地
理
学
に
占
め
る
新
学
の
位
置
を
述
べ
た
。
つ
い
で
従
来
広
く
知
ら
れ
、
多
く
活
用
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さ
れ
て
き
た
先
史
地
理
学
で
は
、
そ
の
研
究
の
対
象
が
、
限
ら
れ
た
時
代
的
空
間
で
あ
る
た
め
に
、
考
古
資
料
に
よ
っ
て
今
日
の
直
前
の
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空
間
に
至
る
ま
で
を
変
遷
史
的
に
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
考
古
資
料
を
決
め
手
の
資
料
に
使
う
立
場
か
ら
、
先
史
・
原
史
・

有
史
を
問
わ
ず
、
自
由
な
視
点
で
、
人
類
時
代
の
任
意
な
時
代
的
空
聞
を
扱
う
考
古
地
理
学
の
方
法
に
よ
っ
て
、
欠
げ
て
い
た
原
史
地
域

や
有
史
地
域
の
空
白
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
、
若
干
の
事
例
を
あ
げ
て
指
摘
し
た
。
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